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問　題　提　起
コーディネータ　早稲田大学 商学学術院教授　鈴　木　宏　昌
　私は今日のコーディネータの鈴木です。まず講師の皆様からのご講演をいただき、その後、2部
のところではパネルディスカッションを考えております。私の自身の役割としては、まず講師の皆
様のご紹介をしまして、その後、5～6分でテーマの導入をしたいと考えています。
　まず講師の皆様の略歴ですが、チラシの後ろのほうに講師の皆様の略歴がありますので、ちょっ
と開いていただければありがたいです。
　まずこの4人の先生は、本当に現在第一線で活躍されている、今一番忙しいご専門家の皆さんです。
私のように半分以上、4分の3ぐらいは第一線から退いた者と違いまして、大変に忙しい毎日の中を
お願いしまして、きょうこのフォーラムに参加していただきました。
　まず第1番目の講演者の島田陽一さん。法学学術院の教授ですが、島田さんは現在、大学全体の
中の学生部長という非常に重要な役割を果しています。例えばインフルエンザが流行したときに休
校をどうするかということがありますと、必ず先生が引っ張り出されますので、非常にお忙しい毎
日を過ごしていらっしゃいます。島田先生は、特に雇用問題、パート・派遣、有期雇用、ここらの
問題を精力的に分析、執筆されています。そしてまた、私との接点としましては、島田先生はフラ
ンスでも研究活動をされましたので、フランスの労働法につきましては非常にお詳しい有名な学者
です。ですから、派遣法のことにつきまして、最も適任者だと思います。
　2番目の新谷信幸様。連合総合労働局総合局長というタイトルです。まず三菱電機に入社され、
それから電機連合で活躍された後、連合に来られたと聞いています。電機連合といいますと、我々
の仲間では調査の電機連合と言われているぐらい調査をきちんとやるので非常に有名な産別の組合
です。そこの中核にいらっした後、現在は連合で活躍中です。ここにありますように、労働政策審
議会職業安定分科会労働力需給制度部会委員と書かれていますが、非常に難しい表現ですけれども、
実際にはここのところで派遣法などのたたき台を政労使という形で作ります。政労使といいますか
有識者及び労使の代表が集まりまして、三者でたたき台をつくるという一番重要な審議会です。そ
の中で労働代表ということでずっとご活躍され、一番大きな約600万人の代表という形で、連合の
立場を上記の審議会、あるいはいろいろなところで代表していらっしゃる方です。
　3番目、奥村真介様、アデコ株式会社副社長。私は、副社長及びCOOという名前を拝見しまして、
最初かなり年配の方だろうと思っていましたら、まことに若々しくダイナミックな奥村さんとお会
いしまして、非常にびっくりしました。ご存じだと思いますが、アデコはヨーロッパ、アメリカで
は超一流の企業で、世界全体で2兆円を超えるような巨大企業です。奥村さんは、早稲田大学を卒
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業された後、富士銀行、そしてチェース・マンハッタンなどを経まして、2007年からアデコ株式会
社常務取締役、2009年より現職、そして同時に人材派遣協会、あるいは経済同友会などで華々しい
活躍をされていらっしゃいます。
　4人目の講演者は濱口桂一郎さんです。労働政策研究・研修機構という非常に長い名前の研究所
の現在部門統括研究員となっていますが、まず濱口さんは大変な論客です。東京大学法学部を卒業
後、労働省に入省され、労働時間課長補佐、そして欧州連合日本代表でAttache（アタッシェ）を
務められました。そして、アタッシェを務めた後には、『EU労働法の形成』というとても厚い立
派な本を書かれました。現在では濱口さんは労働法、特に国際労働法の権威と考えられています。
欧州連合の後、東京大学の大学院、あるいは政策研究大学院大学教授を歴任されまして、現在は厚
生労働省の直轄の研究所で統括研究員をしているということです。
　それから、濱口さんは2009年に『新しい労働社会―雇用システムの再構築へ』という岩波新書の
本を出版しました。これはとてもすばらしい本で、ぜひとも皆様に読んでいただきたい。それから、
現在ほとんど労働関係の雑誌を見ますと必ず濱口さんの論文が載っているという、今一番労働政策
に関しまして活発に問題提起をしている人です。
　こういう4人の本当の第一線のメンバーで、今日のフォーラムはいろいろな形で意義深いディス
カッションができるのではないかと楽しみにしています。
　ちょっとご紹介が長くなったと思いますので、簡単に今回のテーマである派遣法の改正と今後の
労働市場という、テーマの導入を行いたいと思います。
　私は国際比較が専門なものですから、国際的に派遣労働の位置づけをしてみたいと思います。
（シート2）最初のところに、1980年代から本格的に労働市場の流動化、あるいは雇用のフレキシビ
リティーが議論されると書きましたが、これはどういうことかというと、私はその当時まだジュネー
ブのILOの本部にいましたが、我々の仲間でフレキシビリティーとは何だろうという議論をしたの
が、大体1980年の一番初めのころだった記憶があります。
　といいますのは、日本あるいはヨーロッパの先進国において、戦後30年間の高度成長期には、労
働市場の流動化はそれほど大きな問題としてとらえられなかったと考えています。そこへ石油
ショックがあり、石油ショックは長い間一過性のものだと思われていましたけれども、実際にはど
うも慢性化してくる、大量の失業者が出て来ます。そうすると、低成長の問題にどうやって取り組
むかというところから雇用のフレキシビリティー、あるいは労働市場の流動化という問題が出てき
たと考えています。EU諸国における慢性的な高い失業率は、労働市場の硬直性、非常に厚い雇用
保障、労働条件の規制、あるいは職業あっせんにおける国家独占などが原因であるという意見が表
面化しました。そして、サッチャー、レーガン政権が生まれました。意外とこれは知られてないの
ですが、この間、OECDが旗振り役を果たしたと私は考えています。
　労働市場の流動化と多様な働き方、このバックグラウンドとしましてやはり市場のグローバル化
の波の中で、企業は市場の変化に迅速対応することが求められる、あるいは逆に言いますと、それ
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までの大量生産方式、大量消費の方式が、80年代ぐらいで終焉したのだろうと考えています。
　その次に、製造業の総体的な後退というのがありますので、経済のサービス化が労働市場の流動
化と、あるいは多様な働き方と絡むと考えています。それから、女性の労働力率の上昇、若年層の
意識の変化などにより―これは日本だけではなくて先進国共通の現象ですが―、パートタイム労働、
有期雇用、派遣労働などと働き方が非常に多様化しています。その一方の問題点としまして、良質
な雇用が非常に少なくなってくる。こういう問題を抱えていると考えています。（シート3）
　先進国のこのような流れの中で、我が国は1985年に労働者派遣法を制定しました。（シート4）専
門家の皆様からいろいろお話があると思いますが、初期の派遣法の適用範囲は非常に限定された専
門的な知識を必要とする業務に限定されていましたが、1999年には大幅な派遣法の改正によりまし
て、適用対象を原則的に自由化、特に2003年になりますと、製造業、製造業務への労働者派遣が解
禁されました。その後、製造業派遣が非常に増加しましたが、2008年9月のリーマン・ブラザーズ
の破綻以降になりますと、日本経済を牽引していました輸出産業がストップ、特にアメリカへの輸
出が全くストップしますので、企業は厳しい生産調整とコスト削減を迫られた。その中で多くの派
遣労働者は解雇、雇いどめで失職するという事態になりました。（シート5）
　2008年の暮れには日比谷公園に派遣村が出現し、湯浅誠さんなどが頑張り、メディアの大変な注
目を浴びることになります。
　それから2009年秋に誕生する民主党を中心とする連立政権は、その政策合意で派遣法の改正を提
起しました。この法案は審議未了になりましたが、もう一回、今回の国会に出されています。概要
は皆様のお手元にありますので、そちらのほうを参照していただければ結構かと思いますが、私個
人的には三つぐらいの大きなポイントがあるのかなと考えています。（シート6）
　一つ目は、専門26業務を除く、登録型派遣の原則禁止。これがやはり一つの大きな論点ではない
かと考えています。それから二つ目としまして、製造業務派遣の原則禁止があります。ただし常用
雇用、1年を超えて雇用見込みの者を含むは例外となっています。そして三つ目として、日雇い派
遣の原則禁止。グループ派遣というのもありますが、この三つがやはり一番大きな改正点、問題点
ではないかと思います。
　議論すべき点としまして、やはり派遣労働は派遣先企業にとりまして大変便利な制度だろうと思
います。派遣労働者にも同時に雇用情報と雇用機会を提供しますので、一定の機能は果たしている
と思います。そのときに改正派遣法はその機能性といいますか、労働市場の効率性、雇用機会を阻
害しないだろうか。ここに一つの大きな問題があろうかと思います。
　2番目としまして、派遣労働者を含めて非正規雇用の大きな問題は、雇用の不安定さとともに技
能向上の機会が限られていること、そのためにキャリアの展望が非常にしにくいということが現実
だろうと思います。どうすれば制度的に派遣労働者に職業能力向上の機会を提供できるのか、この
あたりも一つ議論すべき点だろうと思います。
　それから3番目として、所得、福利厚生などの面において、正社員と派遣労働者の格差はやはり
― 9―
??
??
??
??
?
??
??
??
??
?
05問題提起-鈴木宏昌.indd   9 2011/01/20   18:44:19
まだ大きいと考えています。しかし、日本においてEUのように均等待遇の原則をどうやったら実
現できるのか。この辺が私が考える大きな問題点です。（シート7）
　ちょっと時間をオーバーしましたので、私のテーマの導入はここでストップします。
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ଏ䈪䈐䉎䈱䈎䋿
• ᚲᓧ䊶⑔೑ෘ↢䈭䈬䈱㕙䈪䇮ᱜ␠ຬ䈫ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱
ᩰᏅ䈲ᄢ䈐䈇䇯䈚䈎䈚ᣣᧄ䈮䈍䈇䈩ဋ╬ᓙㆄ䈱ේ
ೣ䉕ታ⃻䈪䈐䉎䈱䈎䋿
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出典：厚生労働省　報道発表資料（2010年３月19日）より
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r985200000050fd.html
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